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○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。
４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活
用した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。
２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかっ
た。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

令和２年度　大田区立大森第二中学校　自己評価　報告書

本年度は、１年４学級、２年５学級、３年４学級、計１３学級の生徒数４５０名（４月現在）、相談学級２学級の規模である。教職員は３７名（教員２７名、事務・栄養士２名、講師３名、スクールカウンセラー３名、支援員２名）で構成している。
本校では、小・中のスムーズな連携をめざして、小学校３校との学校間交流を協力して進め、授業研究・わくわく体験・体験授業・生徒会による学校紹介・小中合同ボランティア活動等の行事に取り組み、生徒一人一人の個性と適性を把握し、伸張を図っている。
また、学校支援地域本部により二中応援団としてさらに活動を広げている。部活動を始めとし、生徒の様々な活動の場で保護者と地域が連携し応援している。

大項目 目標 取組内容 取組指標 目標に対する成果指標 成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

・未来社会へと進む子どもたちのために、学ぶ工夫をしてくだ
さっていると思います。
・外国語教育＝英語教育と限定することなく、お隣の国である
韓国や中国の言葉に親しむ機会があっても良いのではと思い
ます。
・ICT機器の活用に関して、個別に貸与されるというタブレット
の扱い等、生徒及び保護者によっては手厚い配慮が必要だと
思われますが大丈夫でしょうか？
・英語については話すことに力を入れてらっしゃる様子が子ど
もから伝わってきました。
・未来社会を創造的に生きるために学校がいろいろな取り組
みをしてくださってると知りました。これからの取り組み内容を
継続することで子供達の育成の発展になりますことを願いま
す。
・コロナ禍の中、なかなか取り組みがたいへんな中教員の皆
様の努力と苦悩が見られます。引き続きお願いしたいところで
す。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

「授業で自分の意見を発
表するなど意欲的に取り
組んでいる」とアンケート
で回答した生徒が７０％
以上

３：

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

「授業で自分の意見を発
表するなど意欲的に取り
組んでいる」とアンケート
で回答した生徒が６０％
以上

２：

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

「授業で自分の意見を発
表するなど意欲的に取り
組んでいる」とアンケート
で回答した生徒が８０％
以上

４：

4
８０％

「授業で自分の意見を発
表するなど意欲的に取り
組んでいる」とアンケート
で回答した生徒が６０％
未満

１：

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

学習カルテを基に生徒と面談し、一人ひと
りの学習のつまずきや学習方法について、
指導する。

「学校の授業はわかりや
すく、基礎･基本が身に
ついている」とアンケート
で回答した生徒の割合
が８０％以上。

４：

１：

自分の考えをまとめ論述したり発表の機会
を設けることで確かな学力の向上を目指
す。

<外国語教育>
・外国語教育指導員と生徒間のスピーキング活動を年間を通して行った。全学
年を通してALTの先生とコミュニケーション活動を活発に行うことができた。
<科学的な思考>
「おおたものづくり」については理解していないが、論理的な思考力の育成を目
指した数学の授業は行った。・自分の考えをまとめて、相手に分かりやすく伝え
る活動を行っている。様々な回答を発表させることで思考力の育成に繋げた授
業展開をした
<ＩＣＴ機器>
各教室の電子黒板にデジタル教科書を投影し、資料やグラフ・動画などを使って
授業を展開した。調べ学習で活用・生徒にデジタル教科書を提示したり、資料映
像を視聴させるなど、ほぼ毎回ICT機器をを利用した。英語科では、主にデジタ
ル教科書を使用して授業を行っている。その他にも、歌を歌ったり映像資料を観
賞したりする活動を行ったことで、生徒は意欲的に学習に取り組んだ。ほぼ毎時
間ＩＣＴ機器を用いた授業を行っている。
<人権教育>
毎日の学級活動や道徳の時間で他者の人権を尊重する人権教育を行ってい
る。社会科の授業で地理・歴史・公民の各分野の関連のある単元で資料を用い
て実施した。・道徳や総合的な学習の時間の学習を通して、多文化の理解や多
様な他者を受け入れ、ともに過ごす琴の意義を話し合う活動を行った。
<体力向上>
「一校一取組」運動などは行わなかった。「全校大縄跳び大会」や「学年ごとヨガ」
などが考えられるが、「１週間に１回１班を選出して廊下の雑巾がけ１往復」とい
うのもおもしろいと思う。雑巾がけはちゃんとやれば体力・筋力・柔軟性が向上
し、校内美化にもなるので、一石何鳥にもなる。今年度は密回避、授業時数確保
のため難しいが…。・合同体育大会を通し、生徒の体力の向上と協力して競技
に取り組む姿勢を養った。

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

１：

個々の生徒の課題を踏まえ、学習環境を
整備しよりよい学級集団を作る取り組みを
している。

<学習カルテ>
２回の三者面談のほかに、担任と生徒による二者面談も実施した。・学習カルテ
に記載された結果を基に、生徒や保護者と話し合い、今後の学習について生徒
に考えさせた。個人面談時や、２学期通知表返却時に学習カルテを用いて、指
導を行いました。
<ステップ学習>
存在を忘れていた。年度末に行う。年４回提出のさいに行った。
<補習>
担当です。・学習が進まない生徒やその保護者に対し、補習教室を勧めるなど、
学力補充のための働きかけを行った・週２回数学・英語の補習を行っている。ま
た、土曜補習も行っている。
<授業改善プラン>
吾日に吾が身を三省す・授業改善プランに基づき、応用的・発展的な英語の能
力、特に他者に自分の考えを伝える指導を充実させた。
<確かな学力>
数学の授業や総合的な学習の時間で行った。公民の授業においてグループで
の討論と全体発表を行い、意見交換をした。　考えをまとめることが苦手な生徒
には、わからないことを調べる方法やまとめ方についてアドバイスを行った。・自
らの将来の夢について考えさせ、他人に筋道を立てて説明する活動を行った。
授業内で、個人または班ごとで、問題の解答の仕方を発表させた。鑑賞を通し
て、自己や他者の作品について批評しあう機会を頻繁に設けている。

・本人のやる気の問題もあると思いますが、40名の授業では、
全員にきめこまかくはなかなかできないと思います。その中で
最大限、指導してくださっていると思います。
・1人ひとりの学習カルテを基にした細やかな指導がなされて
いるのはすばらしいと思います。
・自分の考えをまとめたり発表したりする力は、急につけられ
るものではありません。いろいろな機会を使って、そのような
力を育てることは、生徒の自己肯定感を高めることにつなが
る、とても良いとりくみだと思います。
・休校中、感染予防のための欠席中、もう少しこまめに課題を
チェックするなどしていただければよかったように思います。
（1年生の休校中の課題は小学校で未習の範囲がたくさん含
まれていて、疑問に思いました）
・子を持つ親としましてはもっとも関心のある項目です。今年
度は特に、コロナの影響により授業内容を大きく変更するなど
大変な年だったかと思いますが、いろいろな取り組みをして下
さったことに感謝の思いです。

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで生徒、保護者に知らせる。

「学校の授業はわかりや
すく、基礎･基本が身に
ついている」とアンケート
で回答した生徒の割合
が７０％以上。

３：

学習指導講師等による算数・数学・英語の
補習を実施する。 「学校の授業はわかりや

すく、基礎･基本が身に
ついている」とアンケート
で回答した生徒の割合
が６０％以上。

２：

授業改善推進プランを、授業に生かす。

「学校の授業はわかりや
すく、基礎･基本が身に
ついている」とアンケート
で回答した生徒の割合
が６０％未満。

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の

増
進

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、生徒や保護者に対し、望ましい生
活習慣についての意識啓発を行う。

「体力向上や健康増進
の規則正しい運動や食
生活に努めた」というア
ンケートで回答した生徒
の割合が８０％以上。

４：

１：

<生活指導>
「小中一貫による教育の視点に立った生活指導の充実」というのはよくわからな
いが、社会のルールや学校の決まりなどを守ろうとする意識を高める指導は
日々行っている。社会のルールを知らせたり守らせたりすることは指導したが小
中連携の視点では行っていない。日々行っている。その都度、迅速な対応をして
いる。
<道徳教育>
今年度はコロナのため実施できなかったと思う。
<学校生活調査>
よく理解していない。メンタルヘルスチェックとかぶる調査がある。どちらかでよい
と思う。　校内委員会で検討を行い、対応を協議している。担任が自分のクラス
の生徒に関して対応した。QU調査、休み時間など時間を共にすることで、組織
的に対応できました。特に学年で話題にあがっていません。担任が聞き取りを
し、学年で対応した。また、生活指導部会で取り扱い、全教員で情報を共有して
いる。
<ケース会議>
次の時間が授業の空き時間のときの10分休憩や昼休みの時間は、教室や廊下
に残り、生徒の様子を観察したり言葉がけをしたりしている。学級内でいやなこと
を言われたということを発見できた時点で動くことができてほぼ解決している。日
頃から、日常の様子を聞き取りながら、いじめに繋がる事案を未然に防ぐよう意
識している。道徳、学活、総合などの時間を通して取り組みました。担任が聞き
取りをし、学年で対応した。また、生活指導部会で取り扱い、全教員で情報を共
有している。
<確かな学力>
生活指導部がやっている。生徒の指導は学年で行っている。学年では話し合う
ことができたと思うが他学年を挟んだときはうまくいっていないのではしんぱいな
ときがあった。　校内委員会で検討を行い、対応を協議している。該当するケー
スなし生活指導部会の会議が報告のみになっており、改善を話し合う機会となっ
ていないように感じます。毎週、生活指導部会で取り扱い、全教員で情報を共有
している。
<学級集団>
教室の美化や授業を受ける雰囲気づくりについての指導を行っている。担任とし
て努力しクラス運営もスムーズに行うことができた。・教室整備や教具の整備を
適切に行い、生徒が安心して学ぶことができる環境づくりを行った。掲示物の整
理、学級通信の発行などを通して、よりよい学級集団作りの取り組みを実施しま

・よく分かりません
・先生方が生徒たちのようすをよく見て、トラブルが小さいうち
に解決できていることに感謝します。引き続き、温かい見守り
をお願いいたします。
・生活指導部会の会議が、報告だけではなく改善策を話し合う
う場となるよう望みます。。子どもからは特にトラブルなどの話
を聞くことはなく、落ちついて学校生活を送れているようです。
ありがとうございます。コロナ関連で感染してしまった子など
がトラブルに巻き込まれていないといいなと心配しています。
・今年度はコロナでできなかったこと、またコロナがあったから
こそ子供達の様子を気に掛けて下さった部分もあったかと思
います。そのおかげで子供達は元気に学校生活を送れたの
だと思います。
・コミュニケーションを取ることが大事と思われますが、上手く
いかない点が多々あったと思われます。特に生活指導などは
保護者の見解もあり難しいと思われました。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

「ボランティア活動等を
通して、思いやりの精神
を身につけることは大切
である」とアンケートで回
答した生徒の割合が７
０％以上。

３：

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる生徒に対
して組織的に対応する。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

「ボランティア活動等を
通して、思いやりの精神
を身につけることは大切
である」とアンケートで回
答した生徒の割合が６
０％以上。

２：

問題行動・不登校問題等にかかわる生徒
に関するケース会議等を実施する。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

「ボランティア活動等を
通して、思いやりの精神
を身につけることは大切
である」とアンケートで回
答した生徒の割合が８
０％以上。

４：

「ボランティア活動等を
通して、思いやりの精神
を身につけることは大切
である」とアンケートで回
答した生徒の割合が６
０％未満。

<早寝早起き>
三者面談中、全家庭で話題に挙げた。朝食を食べたか、どんな野菜を取ってい
るか、何時頃就寝したかなどの聞き取りを生徒、保護者などに意識して行いなが
ら、場合によっては改善策を提案した。朝学活などを通して啓発活動を実施しま
した。
<食育>
栄養をつけること、食物や作ってくれた人に感謝をすることなどの給食指導は
行った。教科では行っていない。日本の食糧自給率・伝統的な食文化について
の授業で食生活について考察させた。・行事食のメニューの日には、伝統的な食
材や料理について生徒に教えるなどの食育を行った。生徒の好き嫌いが多く、
指導はしたが改善は難しかった。給食委員と協力し、正しいマナーを身につけ、
食育を心がけました。
<運動習慣>
運動会を行った。部活動は盛んである。休み時間に外遊びをする生徒が多い。
合同体育発表会などを通して、運動習慣の確立に取り組みました。
<遅刻０>
予鈴遅刻の生徒にも指導をし、本鈴遅刻はとても少ない。遅刻は少なく規則正し
い生活が送れていたと思う。・遅刻が多い生徒には個別に指導を行ったり、保護
者と連絡を取り合って今後の対応について話し合うなど、状況の改善について
前向きに取り組んだ。遅刻者への都度指導、必要に応じて家庭への連絡などを
行いました。遅刻に関しては個別の指導を通して再発防止を促していくことが必
要である。

・今年度は体育の授業や部活が制限されている事もあり、体
力の向上の面では満足にできなかったのではないでしょうか。
健康の増進の面では、学校の中で感染予防行動を身に付け、
健康への関心を深めたと思います。
・遅刻はほとんどいないとのこと、ご指導のたまものですね。
すばらしい。ただその中で遅刻してしまう生徒には、家庭の事
情があるのかもしれないという気もします。
・給食や授業・部活動を通して、健康的な生活を送らせていた
だいたと思います。
・家庭での影響がもっともでる内容ですが、学校でも指導して
頂きとてもありがたいです。・おおむね取り組まわれたと感じま
す。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

「体力向上や健康増進
の規則正しい運動や食
生活に努めた」というア
ンケートで回答した生徒
の割合が７０％以上。

３：

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

「体力向上や健康増進
の規則正しい運動や食
生活に努めた」というア
ンケートで回答した生徒
の割合が６０％以上。

２：

規則正しい生活を目指して遅刻０を目指
す。

「体力向上や健康増進
の規則正しい運動や食
生活に努めた」というア
ンケートで回答した生徒
の割合が６０％未満。

・毎年、合唱コンクールでの先生のステージの際の生徒たち
の声援が魅力ある学校生活を物語っていると感じていまし
た。
・毎年楽しみに参観させていただいている運動会や合唱コン
クールが縮小されつつも行われたことを嬉しく思います。
・特別支援教育に関する言及がありませんが、学期に２～３回
行われていたのはどのようなことだったのでしょう？。
・この状況下　難しかったと思います。合唱コンクールは本当
に素晴らしく、開催して下さったことに感謝しております。その
後合唱コンクールを原因とするクラスターの例などもありまし
たが、やれる方法を考えて来年も実施していただければと思
います。他の行事についても同様です。
・今年度はいろいろな行事が中止となり残念でした。運動会と
合唱コンクールは普段とは違った開催でしたが、子供達は楽
しかったようです。制限はありましたが準備し開催して下さり
ありがとうございました。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

「輝く校舎を目指して、校
内美化に努め、清掃活
動に取り組んでいる」と
アンケートで回答した保
護者の割合が７０％以
上。

３：

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。 「輝く校舎を目指して、校

内美化に努め、清掃活
動に取り組んでいる」と
アンケートで回答した保
護者の割合が６０％以
上。

２：

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

「輝く校舎を目指して、校
内美化に努め、清掃活
動に取り組んでいる」と
アンケートで回答した保
護者の割合が６０％未
満。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

「輝く校舎を目指して、校
内美化に努め、清掃活
動に取り組んでいる」と
アンケートで回答した保
護者の割合が８０％以
上。

４：

１：

運動会・合唱コンクールは教育活動のよい
発表の場となっている。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。

「学校が出す文書、学校だ
より、ホームページ等は分
かりやすく、学校の活動に
ついてよく伝えている」とア
ンケートで回答した保護者
の割合が８０％以上。

４：

１：

学校・地域ボランティア活動の推進を通し
て地域・保護者との連携を図る。

<授業公開>
授業公開を行っていない。
<授業改善セミナー>
授業改善セミナーやってない。
<研究・研修>
研究発表会を行っていない。都中社研の専門委員会に出席し、成果を授業に生
かしています。研究発表なし。
<特別支援教育>

<運動会・合唱コンクール>
運動会は発表の場とはならなかったが、生徒は楽しんだ。合唱コンクールは保
護者から好評だった。イレギュラー開催ながら、全教職員で可能な範囲で取り組
んだ。・コロナ禍の制限された活動の中でも、発表の場を持つことができた。現
状でできることを最大限実施したと思います。

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

<情報発信>
・毎月ホームページを更新し、情報発信を行った。
<地域教育連絡協議会>

<学校地域支援本部>

<キャリア教育>
職場体験学習が中止となったが、職業人講話を実施した。３学期は道徳授業地
区公開講座が行われる予定。職場体験・公開講座なし（３年）毎年地域・保護者
の協力の下、精いっぱいの職場体験を実施している。・高校生の話を聞く会や、
職業人講話を行い、中止になった職場体験の代替となるキャリア教育を行った。
3学年では、特に機会を持てなかった。職業人講話、卒業生の話を聞く会などを
通して、地域資料の活用に取り組みました。実施なし。
<ボランティア>
今年度はコロナのため実施できなかったと思う。

・保護者から学校に行けない分もっと情報が欲しいという声を
聞きました。
・今年は何かと例年通りとはいかず、決まらない事も多かった
と思いますが、休校のお知らせや日程変更など、もう少し早め
にメールいただけると良いかと感じました。特に新1年生でお
一人目の中学生の家庭は、様子がわからず、不安だったと感
じています。
・地域の住民として、なんのお役にも立てなかったをとても残
念に思っております。
・コロナの中で何ができるのかPTAとしても模索していきたい
と思います。
・今年度は取り組みができないのは致し方ないと思います。来
年度以降またいろいろな取り組みが実施されますように願い
ます。
・地域としても協力出来ずにいた年間でした。見守りしかやっ
ていません。
・情報発信が素晴らしい，』学校の取組の様子が手に取るよう
にわかるわかる。

地域教育連絡協議会において、生徒の変
容等の具体的な資料を作成して、評価に
必要な学校の情報を適切に提供し、適正
な評価を受けるよう努める。

「学校が出す文書、学校だ
より、ホームページ等は分
かりやすく、学校の活動に
ついてよく伝えている」とア
ンケートで回答した保護者
の割合が７０％以上。

３：

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

「学校が出す文書、学校だ
より、ホームページ等は分
かりやすく、学校の活動に
ついてよく伝えている」とア
ンケートで回答した保護者
の割合が６０％以上。

２：

地域と連携して職場体験などのキャリア教
育や道徳地区公開講座などの教育を実践
している。

「学校が出す文書、学校だ
より、ホームページ等は分
かりやすく、学校の活動に
ついてよく伝えている」とア
ンケートで回答した保護者
の割合が６０％未満。


